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研究成果概要 
 
現在、KAGRA は次の観測運転に向けて新たな機器のインストール作業とコミッショニ

ングを同時進行で進めている。インストール作業はすべて完了し、干渉計は Power 
recycling Fabry-Perot Michelson 干渉計としての制御を実現することができた。次のス

テップは、干渉計制御の安定性向上を妨げているノイズの同定やその影響を評価や可能

であれば低減することが考えられる。 
 本共同利用でいただいた研究費は、共同研究者が神岡の KAGRA サイトへ滞在するた

めの旅費・宿泊費として使用した。滞在中は、観測データのうち解析すべきデータの時

間をセグメント情報として保存するスクリプトの開発について議論を行った。滞在後も、

スクリプトの開発は継続しており、柏にある主データ保管装置と神岡の計算機でコード

のテストを行い、第一版のスクリプトの開発は完了した。作成したセグメント情報は

LIGO-Virgo-KAGRA の間で共有され、データ解析グループに提供される。 
 また、現在の KAGRA の感度を制限しているノイズを評価するためのノイズバジェッ

トを作成できるツールの開発も行った。ツールは web ブラウザからアクセスし、事前に

測定したセンサーから DARM への伝達関数を選択することで、KAGRA の感度への寄

与をプロットすることができる。 
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